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３．１．６ 大大特房総２００２反射法断面における上総－下総層群の鍵層準の設定 
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(c) 業務の目的 

房総半島縦断地殻構造探査(房総 2002)で得られた成果と千葉県と千葉大学が実施し

た房総半島横断反射法地震探査(CHIBA03+CHIBA03E)の結果を結合することによって、反

射断面中の顕著な反射面の層準を確定する。 

 

(d) 平成 18 年度の実施計画 

 1) 平成１４-１７年度：(未設定) 

 2) 平成１８年度：房総半島縦断地殻構造探査(房総 2002)で得られた成果と千葉県と

千葉大学が実施した房総半島横断反射法地震探査(CHIBA03+CHIBA03E)の結果を結合する

ことによって、反射断面中の顕著な反射面の層準を確定する。 

 

(e) 平成 1８年度業務目的 

    南関東地域に広く、厚く分布する上総－下総層群の地表地質については古くから研究

がなされてきたが、その地下構造は 2002 年の房総半島縦断地殻構造探査(大大特房総

2002)によって初めて反射断面としてイメージングされた。一方、2003 年に千葉県と千

葉大学によって実施された房総半島横断地殻構造探査（CHIBA03+CHIBA03E）の測線は地

表における下総－上総層群分布域を通過しているため、同探査による反射断面を地層単

位で解釈することが可能となった。そこで平成 1８年度においては、両探査結果を結合

することによって、大大特房総 2002 反射断面上に上総－下総層群を構成する地層名を具

体的に記入する。それは、反射測線ネットワークを通じて南関東一帯の反射断面群に時

代の確定した鍵層準を与えることを可能とする。 

 

(2) 平成 1８年度の成果 

(a) 業務の要約 

   房総半島縦断地殻構造探査(大大特房総 2002)では、三浦層群と上総－下総層群との

地下構造を明らかにしたが、さらに、CHIBA03+CHIBA03E 反射断面を解析することにより、

詳細に明らかにされている地表地質と反射断面が対比され、鍵層準が特定され地質構造

が解明された。上総－下総層群中の鍵層準の特定、反射面の連続性や反射波列端の認定

により、上総層群を下部、上部、最上部に区分し、上部と最上部の間に大きな地質構造



 239

の違いがあることを明らかにした。また、鍵層準は、広域に追跡でき房総半島で確立さ

れた地質層序、地質構造は、広く南関東地域に応用でき、首都圏の地震防災対策の基礎

資料となる。 

 

(b) 業務の成果 

上総－下総層群は、南関東地域に広く、厚く分布し、房総半島はその模式地として地表

踏査やボーリング調査を中心とした研究が行われ、その成果がまとめられている 1),2)。特

に地表踏査では、特徴的な火山灰層の同定と丹念な鍵層の追跡により詳細な地質図が作成

されている。しかし、上総－下総層群の地質構造については、層群規模の大構造が推定さ

れているに過ぎない 3)。 

近年、関東平野においても活断層や平野部での地下構造を対象とした反射法地震探査が

積極的に実施され、先新第三系の基盤岩上面から上位の堆積層までの地下構造が広く面的

に把握されるようになってきた。しかし、既存の大規模試錐を繋ぐこれらの反射法地震探

査測線では、地表地質調査で確立された詳細な標準層序とは十分な対比ができなかった。 

2002 年に実施した大大特房総 2002 探査と 2003 年に千葉県と千葉大学が実施した

CHIBA03+CHIBA03E 探査では、上総－下総層群が地表に露出している地域に測線が配され

(図 1)、詳細な地表地質との対比と上総－下総層群の鍵層準の特定により広域に鍵層準の

追跡ができ、南関東地域の上総－下総層群の 3 次元的な地質構造の解明が可能となった。 

大大特房総 2002 探査は、南房総の白浜沖から房総半島の中部をほぼ南南西－北北東方

向に市原市金剛地までの約 83km の測線で反射法地震探査を実施した 4)。本研究では、上総

－下総層群が分布する CDP.NO1700 以降の反射断面を用いた。 

CHIBA03+CHIBA03E 探査は、東京湾沿の市原市姉崎沖から太平洋岸の一宮町までの約 41km

の測線で反射法地震探査を実施した 5)。 

両測線沿いには、下位より三浦層群、上総層群の黄和田層、大田代層、梅ヶ瀬層、国本

層、柿ノ木台層、長南層、笠森層(万田野層)、金剛地層と下総層群の地蔵堂層、藪層、上

泉層、清川層、木下層、姉崎層が分布する 2)7)8)9)。 

大大特房総 2002 反射断面（図 1）と CHIBA03+CHIBA03E 反射断面（図 2）では、反射面

と地表に分布する上総－下総層群の表層地質とが直接対比できる。また、反射面の特徴と

各地層の層相の特徴との対比が可能で、地層境界は連続性のよい反射面となっている。

CHIBA03+CHIBA03E の反射断面では反射波列端をも考慮し、広域に追跡できる特徴的な反射

面(鍵層準)を R1，R2，R3，R4，R5，R6，R7，R8，R9，R10 とした。このうち、R1，R４，R9，

R10 はそれぞれ浅尾他（2006）11)でいう A，B，C，D に対応する。さらに、R4、R６は、南

関東において広域に追跡することができ、それぞれ K，L という名称がつけられている(図

3)。 

鍵層準 R１は、大大特房総 2002 の反射断面には連続しないが、東京湾岸周辺の反射測線

でも確認できる連続性の良い、強い反射の鍵層準である。その連続を地表まで追跡すると

下総層群下底(地蔵堂層下面)に対比される。この鍵層準は、千葉県(2004)5)における反射

面 A に対比される。 

鍵層準 R2 は、鍵層準 R１の下位に調和的に連続する反射面で、地表まで追跡すると金剛

地層下面に相当する。 
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鍵層準 R3 は、特徴的な鍵層準 R4 の直上に連続する反射面として認められる。地表まで

追跡すると笠森層と万田野層の境界に相当する。この鍵層の上位は、連続する反射面は少

ない。 

鍵層準 R4 は、非常に強い特徴的な反射面として確認され、その下面では、トランケー

ションやトップラップが顕著に見られる。トランケーションやトップラップが認められる

ことは、この鍵層準を境に下位層と上位層で堆積構造が大きく変化したことを示しており、

この鍵層準を境に上総層群最上部と上部に区分できる。この鍵層準を地表まで追跡すると

上総層群笠森層(万田野層)に対比される。この鍵層準は、千葉県(2004)5)の反射面 B’に対

比される。また、南関東地域で追跡できる有効な鍵層準として反射面 K という名称がつけ

られている。この鍵層準を境に上総層群の最上部と上部とに区分できる。 

鍵層準 R5 は、CHIBA03+CHIBA03E の反射断面では鍵層準 R4 により削られる様子が確認さ

れる。この鍵層準の上位では、反射面は少ないが、下位では、連続する反射面が多く認め

られる。この鍵層準を地表まで追跡すると長南層の下面に相当する。  

鍵層準 R6 は、鍵層準 R5 と同様に鍵層準 R4 により削られる。この鍵層準を地表まで追

跡すると柿ノ木台層の下面に対比される。この鍵層準は、千葉県(2004)5)の反射面 B にあ

たり、南関東地域で追跡できる有効な鍵層準として反射面 L という名称がつけられている。 

鍵層準 R7、R8 は、反射面があまり認められない、または、反射面が弱い層準と強い反

射面が連続する層準との境界部に確認される。地表部までその連続を追跡するとそれぞれ

国本層、梅ヶ瀬層の下面に相当する。どちらの鍵層準とも、鍵層準 R9 にオンラップする構

造が認められる。 

鍵層準 R9 の上面では、大大特房総 2002・CHIBA03+CHIBA03E のどちらの反射断面でもオ

ンラップ構造が認められる。CHIBA03+CHIBA03E の反射断面が、上総層群の走向にほぼ直交

することから C 層準の上位の地層は、西からの堆積物の供給により浅海化していったこと

がうかがえる。この鍵層準は、地表地質と直接対比はできないが、地表地質の連続性を推

定すると黄和田層上面に対比される。また、この鍵層準を江東地殻活動観測井まで追跡す

ると黄和田層堆積年代の層準に対比される柳沢他(2006)10)。この鍵層準の下位を上総層群

下部と区分できる。 

鍵層準 R10 は、大大特房総 2002 の反射断面から黒滝不整合に対比される。この鍵層準

は、大大特房総 2002 測線上で確認される CDP.NO.1870 から CDP.NO.2050 まで急激に北に傾

斜するが、他の地域では上位の上総層群の地質構造(鍵層準 C の形状)と大きな違いは見ら

れない。このことは、黒滝不整合の形成解明に大きな手がかりとなる。CHIBA03+CHIBA03E

反射断面の東半分では、鍵層準 R9 以下の上総層群下部の地層の層厚が急激に厚くなり、鍵

層準 R10 と上位の上総層群との関連は他の地域とは異なる。 

さらに両反射断面の深度 3000m から 5000m で確認される強い反射面については、周辺の

反射断面や大深度試錐調査結果から先第三系の基盤岩上面に対比される。上位の堆積層と

のコントラストが大きなためとても強い反射面として追跡できる。しかし、房総縦断反射

面の CDP.NO2050 までの南部や房総横断反射面の CDP.NO300 から 1500 付近では、明瞭な強

い反射面は認められない。先新第三系の地質については、調査地域内では基盤岩まで達し

た大規模試錐調査がなく、詳細は不明である。 
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図1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 測線位置図
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 図 2 大大特房総 2002 反射断面図 

（地層区分は三梨・須田，19809)による）
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図 3 CHIBA03+CHIBA03E 反射断面図 
（地層区分は石和田ほか，19737)による） 
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図 4 上総層群の層序と区分（Ito, 1992 6)に加筆） 
   I: 上総層群の層序区分 

   II: 主な火山灰鍵層 
   III: 古地磁気層序 
   IV: 主な年代（単位は 100 万年）  

 
(d) 結論ならびに今後の課題 

1)上総層群の下底(黒滝不整合)は、大大特房総 2002 の測線上で確認されている小糸川上

流部から北に急傾斜するものの、CHIBA03+CHIBA03E の東半分を除いた地域では上

位層の地質構造と調和的である。今後、広域に黒滝不整合を追跡し、大深度試錐の年

代測定結果とも合わせ三浦層群と上総層群との堆積構造の違いを明らかにすること

が課題である。 
2)上総層群は、地表地質と反射断面との対比により鍵層準の特定ができ、反射面の連続

や反射波列端の認定により上総層群を下部、上部、最上部に区分した。上部と最上部

の地質構造の大きな違いについて確認したものの、今後さらに下総層群も含め上総層

群上部、最上部の堆積構造について検討が必要である。 
3)上総層群の下部の上面から最上部、ならびに下総層群の下位については、大大特房総

2002 の成果を踏まえ、鍵層準が決定でき、その地質を詳細に明らかにできた。しかし、

上総層群の下部については堆積分布が調査範囲外であったこと、また主な堆積場が太

平洋下であることから、今回の調査でも不明な点が多く、今後さらに検討を要する。 
4)上総－下総層群の鍵層準 K、L は、地表踏査結果と反射断面とを対比の上、決定され
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たが、試錐データ等により直接確認されることが望ましい。特に鍵層準 L については、

上総層群中の堆積構造が大きく変化する層準に当たり、上総層群上部と下部とを区分

する層準でもあることから、その認定については確実性を増すことが望ましい。 
5)房総半島で確立した鍵層準、地質構造の成果を南関東地域全域に広め、関東構造盆地

の発達史を明らかにし、地震防災対策に役立てることが必要である。 
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